
農縁だより
沼田市の農業をもっと身近に！

沼田市農業通信

第１号
令和５年３月１日

昨年の５月から始まったぬまた農縁（農業に興味がある
独身女性と、市内の独身男性農業従事者が農業体験等を
通して出会いのきっかけをつくるイベント）が
１２月４日に終了しました。皆さん優しく思いやりもあってとて
も素敵な方達ばかりでした。 お付き合いが始まる事がいち
ばん望ましい事ではありますが、何よりも気負わずお互いに
自分の事、自分の仕事の事を和気あいあいと話せるような
間柄になれたことが一番だと思います。私達も参加、協力出
来てと ても有意義な時間が過ごせました。

農業委員 中村 順子
〃 小林 由貴子

クリスマスリースづくり講習会

令和２年７月の農業委員会改選から３年が経とうとしてい
ます。この３年間は新型コロナウィルス感染症の拡大により
農業まつりや、県内、利根沼田管内の農業委員、農地利用
最適化推進委員が集まる研修会が中止となり、毎月開催さ
れる農業委員会総会で農業委員さんたちと、また推進委員
さんたちとは半年に一度、会議で顔を合わせるだけで親睦
を深めることができない状態でした。その中でも女性農業委
員さんたちが活発に活動していただいたおかげで昨年は
「ぬまた農縁」を開催することができました。農業委員会の
活動や、沼田市の農業を広くみなさまにお伝えしたく、今回
より「農縁だより」を発行することになりました。残りわずかで
はありますが、沼田市の農業の発展に全力を尽くす所存で
ありますので、みなさんのご理解、ご協力をよろしくお願いい
たします。 会長 井上 正文沼田市農業委員会

第２３期農業委員１５名
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はじめに

農業委員会の活動
ぬまた農縁

昨年の１１月３０日に市内の女性農業者と女性農業委員を対象にクリス
マスリースづくり講習会と情報交換会を開催し、農業に携わっている中で
感じる悩みや思いなどを共有しました。参加者からは「最近市外から引っ
越してきた。沼田は食べ物がおいしくて、良いところなので、沼田の良さを
もっと伝えたい」、「若い農業者と知り合うきっかけがないし、農業に従事し
ている女性が周りにいない」との声があがりました。初めての取り組みでし
たが、いろいろな意見を聴くことができ貴重な体験になりました。また、農
業委員からも、「リースづくり以外でも、味噌作り体験などの講習会をした
い」との意見が出たので、今後もこのような講習会で交流を広げていけた
らと思います。

農業委員 遠西 美子

第２回きのこの収穫体験



令和５年２月３日、 利根沼田文化会館にて標記の研修会が開催
されました。
「利根沼田の農業者にとって、鳥獣害の問題は避けて通れない」、
という会長の開会挨拶にあった通り、講演はプロジェクターに映し
出された深刻な実態の紹介から始まり、具体的な取り組みの流れ
を次のように、わかりやすく教えていただきました。
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利根沼田農業委員会協議会研修
講演 「利根沼田の成功事例から学ぶ鳥獣害対策」
講師 春山明子先生

（群馬野生動物事務所代表取締役）

動物の移動の活発化に伴い、ヤマビルの被害も深刻化している。
ディート、イカリンとういう成分が含まれる市販の虫よけスプレーの効果が高い◎
非農地には、マリックスターの散布も有効である。

◆ポイント
① 加害獣種の特定 (鹿、熊、イノシシ、猿、鳥等)

② 被害対策手法の選択・実施 (電気柵、ネット、追い払い、捕獲、誘因物の除去)
・猿には花火等を使った追い払いで山に帰す方法が有効 ◎ 捕獲は難しい△
・電柵は張り方が重要。鳥等には効果が薄いが鹿や小動物、イノシシには有効◎
・畑に残りの作物を放置しない
・墓参り後の花や供え物も餌になる
・不要な柿や栗、桑の老木（サルなどが樹皮を好む）の伐採

竹や木を使った生活等、ライフスタイルの見直しを通した環境改善も重要

③ 対策を継続させるために (情報提供・共有、点検、環境整備・改善)
専門家の育成が課題であるが、林業従事者や農業者等、技術をもっている方々の
活躍が求められる

日常の取り組みとして効果的

鳥獣による農業被害は深刻で、実に年間３億４千万円ほどになるとのことですが、ご講演を通して、野
生動物の存在は悪ではなく、その共存・住み分けの道を探ることも重要なテーマであると感じました。 最
後の質疑応答では、被害額の積算内訳や市町村で成果を上げた取り組みについて、また、罠免許の普
及と取得の簡便化・法改正等、熱心な話し合いが行われ、盛況な研修会となりました。
農地利用最適化推進委員 茂木 敬夫

農業委員として２期目が終わろうとしています。
「中立の立場」として農業委員に選任され、農業委

員として何ができるのか、また女性農業委員として何
ができるのか考えながら活動してきました。力となった
のは、同じ立場の女性委員の人たちとの話し合いで
す。様々なおしゃべりの中に次の活動の手がかりが隠
れています。これからもこの「おしゃべり」を大切に取り
組んでいきます。

会長職務代理者 遠藤 由理子

左側から遠藤職務代理者、中村委員、小林委員、遠西委員



農業委員会が交付する証明書が
有料になります

４月１日から以下の証明は１通３００円の
手数料（一部を除く）がかかります。
・耕作証明
（農地法第３条許可申請の場合を除く）
・許可証明
・現況証明
・引き続き農業経営を行っている旨の証明
・相続税､贈与税の納税猶予に関する
適格者証明

・農地に該当しないことの証明

農業委員会からのお知らせ
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令和５年度 ぬまた農縁参加募集！

沼田市内農地の賃借料情報

市内全域の平均(10a当たり)
田（水稲）11,700円
畑（普通畑）１４，８００円

農地の権利移動にかかる下限面積の
廃止について（農地法第3条関係）

農地法の一部が改正され農地の権利取得に
あたっての下限面積要件が廃止されます。
（令和5年4月1日施行）
これに伴い、本市で設定している下限面積も
廃止することとなります。
ただし、農地の権利取得に必要なそのほかの

要件は、引き続き継続となりますのでご注意ください。

掲示板

沼田市交流居住促進協議会では、都会の人に田舎
の暮らしを体験してもらうために、日帰りの田舎体験
ツアーを実施しています。簡単な農作業や田舎料理
などで受け入れをしても良いという農家さんがいまし
たらご連絡ください。
【お問合せ先】
沼田市役所経済部観光交流課交流推進係
（沼田市交流居住促進協議会事務局）

電話０２７８－２３－２１１１（内線５０３１）

田舎体験ツアー受け入れ農家を募集
しています

ぬまた農縁で出会いのきっかけを作りませんか。
期間 令和5年６月～１１月の土曜日（全3回）
内容 農業体験や調理実習、その他の体験
対象者 農業に従事、または農業に興味のある独身
の男性、女性10名程度
４月１５日まで申し込みフォーム、または電話にてお申
し込みください。
ＴＥＬ：0278-23-2111（内線501８）

詳細が決まり次第、ホームページ、インスタグラムで
お知らせします。

各地区ごとの平均賃料は
ホームページに掲載しています。

お申し込みはこちらから

りんごで新規就農を考えている方を対象に、
りんごの剪定体験会を開催します。
若手りんご生産者で組織するAppleSeedが
新規就農をを応援します。
日 時：令和5年3月22日(水) 13:00～
場 所：田村りんご園（佐山町1093）
募集人数：最大3名まで
【お問合せ】
AppleSeed 代表
小野圭介 080-5477-7587

りんごの剪定体験をしてみませんか？



第２号（６月１日）、第４号（１２月１日）は、
ホームページ、インスタグラムで配信予定。
第３号（９月１日）各家庭に配布予定です。

ぬまたブランド認証者
紹介Webページ
「Farmer’s Voice」

地域ごとに将来の農地利用に関する協議を行い、
１０年後を見据えて、農地ひと筆ごとの将来の耕作
者を決めていきます。
令和５年度から、地区の代表者、認定農業者等の
担い手、農地所有者などに対して、アンケートを行っ
たり、協議の場を設けたりする予定ですので、皆様の
ご協力をお願いします。

「地域計画」を策定します

・電気柵を設置しましょう。（補助制度は４月
若しくは５月の市ホームページを確認）

・電気柵は漏電等が無いよう適切に管理を
しましょう。（草刈り、枝払い等）

・収穫残渣は農地に放置しないで埋設する等
適切に処理しましょう。

問合せ 沼田市農林課有害鳥獣対策センター
電話 ２５－８６６０

鳥獣による農作物の被害防止対策に
ついて

農林課からのお知らせ

市では、この認証産品を広くみなさんに知っていただ
き、販売促進、販路拡大を図るとともに、ぬまたブラン
ド農産物のイメージ向上と確率を図りたいと考えてい
ます。
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農業委員会
ホームページ

沼田市電子地域通貨tengooは、市内の加盟店でのみ利用が可能な電子
マネーです。
他の電子マネーと同様、利用者の皆さんがお得にお買い物を楽しめる仕
組みで、市の事業への参加時にポイントを発行するなど、他の電子マネー
にはないさまざまな還元を行うことで、加盟店の利用の増加および市内経
済の循環率を高めることなどを目的としています。

産業振興課からのお知らせ
沼田市電子地域通貨「tengoo」（てんぐー）

加盟店舗：５４０店舗
現在、沼田市内１５の観光農園に
加盟していただいています。

【tengooHP】

今年度は、今までにない新しい取組みに
チャレンジし、その締めくくりとして、記念す
べき「農縁だより」第１号を発行することが
できました。
大事な「食」に直結する「農」だからこそ、

身近に感じてほしいという思いから発行に
至りました。皆さんに興味を持ってもらえる
ような内容をお届けしたいと思っています。

編集後記 今後の予定

農業委員会ではみなさんからの情報を募集し
ています。
農縁だよりに載せたい農業に関する情報や、
こんなことを取り上げてほしいとの声をお待ち
しております。

ぬまたブランド農産物

ぬまたブランド農産物とは、
沼田市が自信を持って消費
者に薦められる安心・安全で
美味しい農産物として認証さ
れた産品です。

グッと沼田そだち
ホームページ

詳しくはこちら


